
（毎月10日発行）

　　人口の動き

一7月1日現在一
男4，968（一5）

女5，063（＋5）

計10，031（±o）
世帯数2，351（＋1）

　（）前月比較
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町
条

原
”
下

σ
　
（
院
院
所

広

7月の休日救急医一

2日大島医
9日山口医
16日千手診療

8月上旬の予定
（土　市）

（西　浦）
所
院
療
医
診
堂
沢
誠
水
至

口
目
　
口
口

∩
∠
　
O
J

簾
…

　　難

ノ　夏の交通事故防止運動
　　7月21～8月20日
◆夏休み中の子供の交通事故防止

◆交通三悪（飲酒運転・速度違反・一時不停止）

　の一掃
◆自転車の安全利用の促進

◆暴走族の追放
◆シートベルト・ヘルメット着用の推進

…

運
動
の
重
点

　
交
通
安
全
ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
．

　
夏
は
、
暑
さ
の
せ
い
か
と
か
く
気
持

ち
が
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

海
や
山
へ
と
夏
休
み
を
利
用
し
て
行
楽

に
出
か
け
る
方
も
多
く
な
り
、
交
通
量

が
急
増
し
ま
す
．

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
七
月
か
ら
九

月
ま
で
の
三
か
月
間
、
県
や
町
、
警
察
、

そ
れ
に
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
、

交
通
安
全
協
会
な
ど
が
一
体
と
な
り
、

ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

皆
さ
ん
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
す
．

　
七
月
一
日
に
は
、
郡
市
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
．
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第
七
回
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
二
十
四
、
【
二
十
五
の
二
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
五
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
五
十
五
年
度

水
道
事
業
決
算
認
定
の
ほ
か
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
、
各
種

の
請
願
な
ど
も
出
さ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
日
程
で
し
た
が
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

千
手
浄
水
場
の
拡
張
工
事
は

　
　
　
二
億
三
百
八
十
万
円

千
手
浄
水
場
の
拡
張
工
事
は
、
二
億

三
百
八
十
万
円
で
北
栄
建
設
株
式
会
社

長
岡
営
業
所
が
請
け
負
い
ま
す
。

　
完
成
期
限
は
五
十
七
年
の
三
月
十
一

6月定例会2日目の様子
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
五
十
五
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認

定
（
千
円
未
満
四
捨
五
入
）

　
収
入
で
は
、
営
業
収
益
四
千
七
百
四

十
八
万
六
千
円
、
営
業
外
収
益
（
一
般

会
計
補
助
金
預
金
利
子
）
千
百
二
十
三

万
一
千
円
、
合
計
五
千
八
百
八
十
一
万

七
千
円
で
す
。

　
支
出
で
は
、
営
業
費
用
四
千
五
百
五

士
二
万
六
千
円
、
営
業
外
費
用
千
四
百

四
十
八
万
二
千
円
、
合
計
六
千
一
万
八

千
円
と
な
り
、
差
し
引
き
百
二
十
万
一

千
円
の
赤
字
決
算
で
し
た
。

　
赤
字
の
主
な
理
由
は
、
料
金
改
定
を

冬
季
料
金
の
精
算
が
終
わ
る
六
月
一
日

か
ら
と
す
る
予
定
で
し
た
が
、
豪
雪
に

よ
る
消
雪
時
期
の
遅
れ
に
よ
り
、
新
料

金
の
実
施
が
八
月
一
日
以
降
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
で
す
。

≡…盤

両目

願

　
次
の
二
件
の
請
願
は
、
本
会
議
の
初

日
に
採
択
さ
れ
、
二
日
目
に
議
決
し
て

い
ま
す
。

▽
五
十
六
年
産
米
政
府
買
入
価
格
・
食

糧
・
農
業
基
本
政
策
な
ら
び
に
米
穀
政

策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

　
五
十
六
年
産
米
は
、
再
生
産
と
所
得

を
確
保
す
る
価
格
に
決
定
す
る
と
と
も

に
、
食
糧
・
農
業
基
本
政
策
、
そ
れ
に

米
穀
政
策
を
確
立
す
る
よ
う
政
府
に
要

望
し
ま
す
。

　
要
求
米
価
は
一
俵
（
六
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
当
た
り
二
万
四
百
九
十
八
円
と
し

て
い
ま
す
。

▽
郵
便
貯
金
の
現
行
制
度
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出

　
郵
便
貯
金
は
庶
民
の
零
細
な
貯
金
で

全
国
い
た
る
と
こ
ろ
普
遍
的
に
利
用
で

き
る
国
民
の
貯
蓄
手
段
で
す
。
そ
の
資

金
は
地
方
自
治
体
へ
の
融
資
な
ど
公
的

部
分
へ
の
運
用
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
郵
便
貯
金
の
金
利
問
題
が
総
理
大
臣

の
諮
問
機
関
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
行
の
郵
便
貯
金
制
度
を
存
続
す
る
よ

う
関
係
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

▽
ほ
か
に
新
町
新
田
環
状
線
の
消
雪
パ

イ
プ
施
設
の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◇
承
認
さ
れ
た
も
の

▽
五
十
六
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
歳
入
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
国
保

診
療
所
会
計
よ
り
五
百
八
十
七
万
七
千

円
を
繰
り
入
れ
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

二
千
七
百
六
十
五
万
円
と
し
ま
し
た
。

圏
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

藤
沢
部
落
、
高
橋
礼
三
（
伊
勢
平
治
）
、

酒
井
軍
平
（
中
央
町
）
、
田
村
俊
一

（
上
野
）
、
富
井
敏
（
上
野
）
小
海

正
太
郎
（
小
根
岸
）
、
山
田
勝
雄

（
仁
田
）
、
山
家
音
平
（
上
野
）
、

上
村
寛
治
（
元
町
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

熊
野
社
屋
根
替
費
附
込
帳
ー
藤
沢

（
一
八
九
七
）
、
越
後
国
魚
沼
郡
妻
有

組
中
屋
敷
村
御
検
地
名
寄
帳
（
一
六

八
三
）
、
上
野
村
鶴
吉
村
山
論
曖
証

文
之
事
（
一
七
〇
三
）
、
和
談
済
口

証
文
之
事
－
山
王
原
新
開
に
つ
い
て

と
り
き
め
（
一
八
六
〇
）
、
上
野
村

弘
報
、
広
報
た
ち
ば
な
、
節
黒
城
観

光
開
発
二
十
年
の
あ
ゆ
み
、
当
用
日

記
（
一
九
一
五
、
一
九
二
三
）

　
以
上
総
数
六
八
二
件

　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
月
末
日
）

一
川
西
町
は
　
　
　
　
　
皿

…
妻
有
南
朝
勢
の
中
心
地
か
…

一
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佐
　
野
　
良
　
吉
…
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今
か
ら
六
百
五
十
年
ほ
ど
前
の
元

弘
三
年
五
月
八
日
、
上
野
国
の
名
族
、

新
田
義
貞
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
命
を

奉
じ
て
、
北
条
幕
府
討
伐
の
旗
あ
げ

を
し
た
と
き
、
一
族
二
千
余
騎
を
率

い
、
真
っ
先
に
か
け
つ
け
、
鎌
倉
攻

略
の
先
兵
と
な
っ
て
、
建
武
の
中
興

の
実
現
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

の
が
、
大
井
田
経
隆
を
は
じ
め
と
す

る
妻
有
地
方
の
新
田
氏
の
一
族
で
あ

る
。
　
以
来
、
南
北
朝
五
十
余
年
の
間
、

宗
良
親
王
や
新
田
義
宗
を
奉
じ
て
、

終
始
一
貫
、
南
風
競
わ
ざ
る
苦
境
に

耐
え
て
最
後
ま
で
南
朝
の
孤
塁
を
守

り
続
け
た
。
こ
の
輝
か
し
い
悲
運
の

歴
史
を
担
っ
た
妻
有
郷
に
お
け
る
新

田
氏
一
族
の
根
拠
地
は
、
確
実
な
史

料
は
乏
し
い
な
が
ら
も
幾
つ
か
の
地

区
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
大
井
田
氏
の
本
拠
で
あ
る
大
井

　
田
郷
（
十
日
町
市
中
条
、
下
条
地

　
区
）

二
、
大
井
田
氏
の
一
族
で
あ
る
上
野

　
氏
が
立
て
こ
も
っ
た
上
野
地
区

三
、
羽
川
氏
が
い
た
十
日
町
市
六
箇
、

　
川
治
、
水
沢
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随
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▽
五
十
六
年
度
歯
科
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
こ
の
会
計
も
歳
入
に
不
足
が
生
じ
、

一
般
会
計
よ
り
二
千
三
百
七
万
一
千
円

を
繰
り
入
れ
、
歳
入
歳
出
と
も
に
八
千

四
百
十
一
万
七
干
円
で
す
。

◇
可
決
さ
れ
た
も
の

　
　
◎
条
例
関
係

▽
県
町
村
人
事
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約

の
変
更

▽
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
▽
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
▽
町
行
造
林
施
行
条
例
の
一
部
改
正

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

▽
税
条
例
の
一
部
改
正

　
法
人
税
割
の
税
率
を
「
百
分
の
十
三
」

か
ら
「
百
分
の
十
三
・
二
」
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
八
月
一
日
以
後
に

終
了
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
の
町
民

税
な
ど
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
減
債
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
制
定

　
財
政
調
整
基
金
と
に
た
性
格
の
も
の

で
す
。
起
債
未
償
還
が
五
十
五
年
度
末

で
三
十
億
円
、
五
十
八
年
度
が
償
還
の

最
高
で
四
億
円
近
く
な
り
ま
す
。
町
の

目
標
は
一
年
に
五
百
万
円
く
ら
い
の
積

み
立
て
で
す
が
、
財
政
状
況
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。

▽
学
校
法
人
に
対
す
る
財
産
の
譲
与
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

▽
議
会
委
員
会
条
例
の
制
定

　
常
任
委
員
会
の
委
員
定
数
は
、
総
務

文
教
が
七
人
、
産
業
厚
生
が
七
人
、
建

設
社
会
が
六
人
で
す
。

　
　
◎
予
算
関
係

▽
五
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
一
千
七
百

二
十
四
万
一
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は

二
十
五
億
五
千
七
百
二
十
四
万
一
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
災
害
復
旧
費

県
補
助
金
の
二
千
二
百
六
十
二
万
六
千

円
、
一
般
寄
付
金
の
二
千
九
十
九
万
九

千
円
、
災
害
復
旧
債
の
二
千
十
万
円
の

追
加
な
ど
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
消
雪
促
進
　
　
～

資
材
費
の
千
八
百
二
十
五

万
円
、
農
地
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
費
の
三
千
四
百

四
十
万
八
千
円
の
補
正
が

目
だ
ち
ま
し
た
。

▽
五
十
六
年
度
歯
科
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　
六
万
四
千
円
の
追
加
で
、

歳
入
歳
出
の
総
額
は
そ
れ

ぞ
れ
八
千
四
百
十
八
万
一

千
円
で
す
。
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巣鴨信用金庫
　研修保養施設建設計画図

　
　
◎
そ
の
他
の
も
の

▽
町
道
路
線
の
変
更

　
下
平
新
田
三
領
線
の
変
更
で
す
。

▽
過
疎
地
域
振
興
計
画
（
変
更
）
の
策

定　
事
業
費
で
五
十
五
年
度
実
績
が
十
億

四
千
百
四
十
四
万
一
千
円
、
五
十
六
年

度
計
画
が
八
億
五
千
九
百
三
十
一
万
二

千
円
、
五
十
七
年
度
計
画
は
十
四
億
六

百
十
四
万
六
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
財
産
（
土
地
）
の
取
得

　
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公
社
か
ら
、

巣
鴨
信
用
金
庫
研
修
保
養
セ
ン
タ
ー
用

地
と
し
て
譲
与
す
る
た
め
、
中
屋
敷
地

内
の
山
林
三
万
一
千
二
百
十
七
平
方
メ

ー
ト
ル
を
約
二
千
万
円
で
取
得
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

▽
財
産
（
土
地
）
の
譲
与

　
前
述
の
土
地
を
巣
鴨
信
用
金
庫
に
譲

与
す
る
た
め
に
議
会
の
議
決
を
求
め
ま

し
た
。
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よ

四
、
鳥
山
氏
が
拠
っ
た
十
日
町
市
水

　
沢
か
ら
津
南
町
北
部
地
区

五
、
里
見
氏
の
根
拠
地
と
な
っ
た
津

　
南
町
芦
ケ
崎
、
上
郷
地
区

　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
中
で

も
大
井
田
郷
が
妻
有
南
朝
勢
の
中
心

地
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
川
西
町
史
編
さ
ん
の

予
備
調
査
で
、
従
来
の
定
説
に
疑
問

を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
資
料
が
発

見
さ
れ
、
妻
有
南
朝
史
の
見
直
し
が

必
要
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
南

北
朝
期
の
紀
年
銘
を
も
つ
梵
字
碑
や

五
輪
塔
が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。

　
川
西
町
の
梵
字
碑
は
、
中
魚
沼
郡

誌
に
仁
田
、
友
重
、
坪
山
の
三
か
所

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の

調
査
で
、
二
十
四
基
も
発
見
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
霜
条
、
鶴
吉
、
坪
山

の
山
ノ
根
地
区
を
中
心
に
南
北
朝
時

代
の
紀
年
銘
の
あ
る
も
の
が
九
基
確

認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
八
基
が

南
朝
年
号
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
地

区
に
有
力
な
南
朝
勢
力
の
存
在
を
想

定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
山
ノ
根
地
区
に
数
多
く
の
梵
字
碑

や
五
輪
塔
が
残
っ
て
い
る
理
由
は
さ

だ
か
で
は
な
い
が
、
霜
条
部
落
に
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
山
田
観
音
堂
こ

そ
、
そ
の
謎
を
と
く
有
力
な
手
が
か

り
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
中
魚
沼
郡
誌
に
よ
る
と
、
山
田
観

音
堂
は
、
領
主
の
大
井
田
経
隆
が
深

く
帰
依
し
、
元
弘
元
年
に
七
堂
伽
藍

と
僧
房
十
八
棟
を
建
立
し
た
が
、
戦

乱
の
中
で
荒
廃
し
、
今
か
ら
二
百
四

十
年
ほ
ど
前
に
焼
失
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
幻
の
廃
寺
で
あ
る
。

　
昭
和
初
年
に
は
六
百
年
祭
も
執
行

さ
れ
て
い
る
。
善
光
寺
街
道
等
の
古

道
も
こ
こ
を
通
り
、
近
く
に
寺
山
や

中
屋
敷
等
の
地
名
が
残
っ
て
お
り
、

千
手
城
や
下
平
城
等
大
井
田
氏
と
ゆ

か
り
の
深
い
遺
構
も
あ
る
な
ど
、
山

ノ
根
地
区
に
観
音
堂
を
造
立
寄
進
す

る
だ
け
の
経
済
力
を
持
っ
た
豪
族
が

割
拠
し
て
い
た
と
考
え
て
も
不
自
然

で
な
く
、
そ
れ
が
大
井
田
氏
の
一
族

で
あ
る
可
能
性
も
少
な
く
な
い
。

　
魚
沼
地
方
は
南
北
朝
時
代
の
梵
字

碑
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
管
見

の
範
囲
で
は
、
南
北
朝
時
代
と
思
わ

れ
る
梵
字
碑
の
数
は
四
十
四
基
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
南
朝
年
号
を

刻
ん
で
い
る
も
の
は
十
五
基
で
あ
る
。

そ
の
分
布
は
十
日
町
市
、
六
日
町
各

一
基
、
南
魚
大
和
町
五
基
で
川
西
町

が
過
半
数
の
八
基
を
占
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
何
を
物
語
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
川
西
町
こ
そ
妻
有
南
朝
勢
の
中
心

地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
く
、
今

後
の
調
査
で
そ
の
裏
付
け
が
と
れ
る

な
ら
ば
幸
い
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
（
町
史
調
査
専
門
委
員
考
古
班
長
）
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固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

事
項
に
関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
す
る

た
め
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
の
定
数
は

三
人
で
任
期
は
三
年
で
す
。

幽G角げ℃囲c！陶ワつG納

の
奎
の
き
の
客
の
客
§
の
亙
U
憲
の
』
ゆ
亙
》
ハ
葱
§
の
恵
§
の
雪
§
ゆ
き
§
の
悪
§

◇
押
木
元
男
議
員

▼
校
内
生
活
健
全
化
の
た
め
に

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
を
反
映
し

て
、
こ
の
数
年
来
、
校
内
外
に
お
け
る

生
徒
や
児
童
の
不
健
全
な
行
動
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

　
町
の
学
校
に
あ
っ
て
は
、
非
行
や
暴

力
は
断
じ
て
許
さ
な
い
、
芽
生
え
さ
せ

な
い
と
の
意
識
を
浸
透
さ
せ
、
効
果
を

高
め
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
を
検
討
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

壌串諦穣器壌蹄穣穣串穣穣

対する

生かそう…・・
密穣雛穣離穣穣離雷串串嬢

大
久
保
氏
は
・
七
月
二
＋
吾
で
悠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

期
が
満
了
し
享
が
、
議
会
の
同
意
に
槻

よ
り
引
き
続
き
奮
と
し
て
ご
活
躍
諜

願
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

◇
根
津
町
長

　
校
内
暴
力
は
現
在
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
非
行
に
染
ま
り
や
す
い
意
志
の
弱
い

子
供
た
ち
に
対
し
て
は
、
学
校
で
は
常

に
父
兄
と
連
絡
を
と
り
指
導
し
て
い
る
。

　
先
生
方
の
努
力
や
生
徒
た
ち
の
自
覚

に
よ
り
、
学
習
・
ス
ポ
ー
ッ
に
情
熱
を

傾
注
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
る
。

　
家
庭
、
学
校
、
社
会
が
協
力
し
、
青

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
努
力
願
い
た

い
。
ま
た
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
を

中
心
に
指
導
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

▼
住
宅
地
の
供
給
に
つ
い
て

　
第
一
二
次
川
西
町
総
合
開
発
計
画
の
中

に
「
宅
地
開
発
を
進
め
る
と
い
っ
た
直

接
手
段
と
、
産
業
基
盤
お
よ
び
生
活
基

盤
の
整
備
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
人

口
回
復
を
目
ざ
す
」
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
、
積
極
的
な
住
宅
地
の
供
給
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

◇
根
津
町
長

　
一
人
で
も
人
口
を
多
く
す
る
よ
う
な

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
は
、
ま
ず
人
口
の
減
少
を
食

い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
工
場
誘
致
と
住
宅
地
の
確
保
は
常

に
心
が
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
交
通
高
速
時
代
を
迎
え
て
、
都
会
の

人
の
目
も
私
た
ち
の
土
地
に
向
い
て
き

て
い
る
。
　
「
人
口
の
増
え
る
町
」

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
し

　
▼
雪
害
対
策
に
つ
い
て

　
豪
雪
地
帯
へ
の
国
の
対
応
は
決
し
て

十
分
で
は
な
い
。
消
雪
パ
イ
プ
の
延
長

や
流
雪
溝
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
の
充
実

が
待
た
れ
る
。

　
今
冬
の
記
録
的
な
大
雪
で
、
あ
ら
た

め
て
屋
根
雪
の
対
策
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。
ま
た
、
孤
立
部
落
ま
で
も

生
じ
て
し
ま
っ
た
。
危
険
か
所
解
消
の

見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

◇
根
津
町
長

　
み
ぞ
う
の
大
豪
雪
は
数
々
の
教
訓
を

残
し
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
の
反
省
を
さ

せ
た
。
道
路
の
未
整
備
の
点
、
不
備
の

点
、
危
険
か
所
が
多
く
現
れ
た
。
今
年

の
教
訓
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
小
脇
は
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
来
年

度
か
ら
国
道
に
な
る
ま
で
、
い
っ
そ
う

の
改
良
促
進
を
願
っ
て
い
く
。

　
千
手
地
区
の
県
道
の
マ
ヒ
は
、
県
、

町
、
住
民
の
除
雪
態
勢
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
除
排
雪
や
消

融
雪
に
対
応
で
き
る
条
件
を
考
え
る
こ

と
が
先
決
で
あ
る
。

　　　　ね“ん「

国民年金法が　き
　　　　　　　乙

改正されました　1

　
国
民
年
金
の
改
正
法
案
が

五
月
十
五
日
の
参
議
院
本
会

議
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

成
立
し
ま
し
た
。

　
改
正
内
容
の
主
な
も
の
は
、

拠
出
年
金
で
は
「
年
金
額
の

物
価
ス
ラ
イ
ド
の
実
施
」
、

福
祉
年
金
で
は
「
年
金
額
の

引
き
上
げ
」
　
「
所
得
制
限
の

緩
和
」
な
ど
で
す
。

①
拠
出
任
金

　
拠
出
年
金
で
は
、
総
理
府

が
発
表
す
る
全
国
消
費
者
物

価
指
数
が
、
前
年
度
に
比
べ

て
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て

上
下
し
た
場
合
、
年
金
額
は

そ
の
率
に
応
じ
て
改
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
“
、

るれ
ら
れ
て
い
ま
す
。

拠出年金の改正第1表福祉年金の改正第2表

「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」
缶
力
取
り
入

　
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
全
国

消
費
者
物
価
指
数
は
、
前
年
度
に
比

べ
る
と
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し

2
か
章
く
ー
し
」

　
，

給付の種類
現行額
（月額）

改正額
（月額）

老齢年金

5年年金

10年年金
25年年金
40年年金

22，600円

26，550

42，000

67，200

24，367円

28，625

45，275

72，441

障害年金 1　級2　級
52，250

41，800

56，325

45，058

母　子　　・

準母子年金
子が　1人
の　　と　き

41，800 45，058

遺児年金 1人のとき 41，800 45，058

給　付　の　種　類 現行額 改正額

年
金
月
額

老齢福祉年金 明治44年4月1日
以前の出生者

22，500円
24，000円
（23，000）

障害福祉年金 1　　　級
2　　　級

33，800

22，500

36，000

24，000

母子・準母子

福祉年金 子が1人のとき
29，300 31，200

支
給
制
限
限
度
額

本人所得（2人世帯）
老　齢　福　祉　年　金
障　害　福　祉　年　金
母子・（準母子）福祉年金

年収入
2，164干円

2，164

3，610

年収入
2，266珊

3，000

（すえ置き）

扶養義務者所得　（6人世帯） 8，760 （すえ置き）

公的年金併給限度額 450 480

（注）老齢福祉年金の（）内の額は、扶養義務者の所得が年

600万円を超え、876万円未満の人の受給額です。

ま
し
た
の
で
、
老
齢
年
金
、
障
害
年

金
、
母
子
年
金
な
ど
表
1
の
よ
う
に

七
月
分
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ

が
支
払
わ
れ
る
の
は
九
月
で
す
。

②
福
祉
任
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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欝穣穣離舘穣

政に
霊穣串串穣穣

　　　町

　　豪雪の教訓
穣雷器穣穣密穣雷穣串穣密

◇
戸
田
専
治
議
員

▼
初
任
給
調
整
手
当
の
疑
義

　
給
与
条
例
の
医
療
職
給
料
表
q
D
の
関

係
で
、
採
用
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
す

る
ご
と
に
、
そ
の
額
を
減
じ
て
初
任
給

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
規
則
で
は
手
当
の
減
額
が
十
五
年

間
な
く
定
め
て
あ
る
。
こ
れ
は
条
例
違

反
と
な
ら
な
い
か
。

◇
根
津
町
長

　
県
の
地
方
課
で
は
、
こ
の
準
則
は
不

備
の
と
こ
ろ
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
が
、

効
力
が
な
い
、
違
法
で
あ
る
と
は
い
わ

れ
な
い
。
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

　
規
則
に
関
連
条
項
が
抜
け
て
い
る
が
、

違
法
で
は
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。

▼
雪
害
対
策
（
森
林
の
被
害
）
に
つ
い

て　
異
常
豪
雪
に
よ
る
森
林
の
被
害
状
況

と
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

◇
根
津
町
長

　
森
林
の
被
害
も
大
き
か
っ
た
。
人
工

林
の
面
積
は
七
百
八
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　
今
ま
で
の
調
査
で
は
、
補
助
事
業
の

対
象
の
樹
齢
十
六
か
ら
一
二
十
五
年
ま
で

の
林
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
の
六

〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
被
害
が
あ
り
、
約
三

千
万
円
と
さ
れ
て
い
る
。

　
折
損
木
処
理
と
し
て
、
森
林
総
合
整

備
事
業
の
除
間
伐
事
業
で
復
旧
す
る
。

　
激
甚
法
適
用
は
、
水
口
沢
、
沖
立
の

一
部
の
山
で
あ
る
。

▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
（
自
動
血
圧
測
定
器

の
設
置
）
に
つ
い
て

　
行
政
の
い
ち
ば
ん
基
本
的
な
こ
と
は
、

住
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
　
町
で
は
集
団
検
診
な
ど
も
行
っ
て
い

る
が
、
循
環
器
系
の
疾
患
に
よ
る
死
亡

率
が
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ん
で
い

る
。
　
（
五
十
四
年
度
）

　
小
千
谷
市
の
よ
う
に
、
自
動
血
圧
測

定
器
を
役
場
に
設
置
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

◇
根
津
町
長

　
健
康
管
理
室
は
、
健
康
の
増
進
と
管

理
、
そ
れ
に
住
民
の
健
全
な
身
体
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
で
設
け
ら
れ
た
。

　
診
療
所
と
健
康
管
理
室
が
一
体
と
な

り
住
民
の
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
自
動
血
圧
測
定
器
は
好
ま
し
い
も
の

で
あ
る
が
、
財
源
な
ど
の
問
題
も
あ
る

の
で
、
関
係
者
や
議
会
の
委
員
会
等
の

意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
検
討
す
る
。

▼
雪
害
対
策
（
屋
根
雪
の
処
理
）
に
つ

い
て
　
豪
雪
対
策
は
、
平
場
の
除
排
雪
の
み

で
な
く
、
屋
根
雪
の
処
理
対
策
な
く
し

て
は
解
決
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、
柳
式
融
雪
法
に
つ
い
て
、

前
向
き
の
姿
勢
で
そ
の
実
現
に
協
力
の

手
を
貸
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
町
で
は
、
こ
の
工
法
に
つ
い
て
検
討

し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
こ
の
工
法
を
採

用
し
、
実
験
的
に
建
造
物
を
建
て
て
は

ど
う
か
。
郷
土
住
民
に
利
益
を
も
た
ら

す
研
究
、
開
発
に
対
し
て
積
極
的
に
援

助
し
て
は
ど
う
か
。
を
た
ず
ね
た
い
。

◇
根
津
町
長

　
屋
根
雪
を
屋
根
で
融
か
す
の
は
夢
だ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
の
方
法

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
柳
式
融
雪
法
は
、
地
元
の
人
で
も
あ

り
、
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
る
。

　
町
で
も
企
画
室
な
ど
で
研
究
し
て
い

る
。
教
員
住
宅
に
こ
の
方
法
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
話
し
合
い
を
し
て
い
る

が
、
実
現
す
る
か
ど
う
か
は
、
柳
さ
ん

を
交
え
て
検
討
し
た
う
え
で
決
め
た
い
。

　
町
民
の
た
め
に
な
る
発
明
な
ど
に
つ

い
て
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

▼
信
濃
川
水
力
発
電
再
開
発
計
画
に
つ

い
て
　
国
鉄
は
、
上
越
・
東
北
新
幹
線
の
開

業
に
よ
っ
て
増
え
る
電
力
需
要
を
自
力

で
確
保
し
よ
う
と
小
千
谷
地
区
内
に
二

十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
を
造
ろ
う

ぺ　
福
祉
年
金
も
表
2
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
す
。
実
施
は
八
月
分
か
ら
で
、

そ
れ
が
支
払
わ
れ
る
の
は
十
一
月
で

す
。
　
今
年
の
福
祉
年
金
の
改
定
は
、
今

ま
で
と
違
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
が

扶
養
義
務
者
の
所
得
の
多
少
に
よ
っ

て
、
月
額
二
万
四
千
円
と
二
万
三
千

円
の
二
段
階
と
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴

で
す
。

轍
物n1

価

，撫
盆妻…

額≡…

特児福i
別　　　i
l日　　　　　：

窒童祉i
里　　　　：

扶　　i
養年年i

手　　　i
当金金i
　　　：

普　i冥　　：

給i
とi

現i

況i
届i
　　　：
　　　：
　　　● 国民年金乳8％の物価スライド実施

　
八
月
十
一
日
か
ら
福
祉
年
金
お
よ

び
児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
の
支
払
い
時
は
、
年
に
一
回

の
現
況
届
の
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

　
八
月
十
一
日
に
は
、
各
郵
便
局
の

窓
口
に
役
場
の
係
員
が
出
張
し
て
い

ま
す
か
ら
、
年
金
を
受
領
し
た
ら
そ

の
ま
ま
証
書
を
係
員
に
お
預
け
く
だ

さ
い
。

　
証
書
の
提
出
の
な
い
方
は
、
次
回

か
ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
後

日
年
金
を
受
領
し
て
か
ら
、
必
ず
証

書
を
年
金
係
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
信
濃
川
水
力
発
電
再
開
発
計
画

で
、
国
鉄
は
町
に
対
し
て
基
礎
調
査
入

り
に
協
力
を
要
請
し
た
と
い
う
が
、
住

民
の
声
も
聞
い
て
、
有
利
な
補
償
と
な

る
よ
う
慎
重
な
態
度
で
臨
む
べ
き
と
考

え
る
が
。

◇
根
津
町
長

　
五
十
八
年
度
か
ら
第
五
期
工
事
が
始

め
ら
れ
る
。

　
完
全
補
償
、
改
良
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
の
地
域
の
条
件
を
よ
く
す
る
よ

う
工
事
を
し
て
も
ら
う
。

　
導
水
路
予
定
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

に
は
全
面
的
に
協
力
し
た
い
。
地
主
も

含
め
て
七
月
調
査
に
応
じ
る
と
い
う
結

論
に
な
っ
た
。

　
関
係
市
町
村
で
は
共
通
の
問
題
点
が

で
る
の
で
、
連
絡
協
議
会
も
将
来
的
に

は
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
交
付
金
の
こ
と
も
問
題
と
な
る
。
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町
議
会
議
員
の
一
般

選
挙
が
八
月
九
日
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
現

議
員
の
任
期
が
八
月
三

十
一
日
に
満
了
す
る
こ

と
に
と
も
な
い
、
新
た

に
、
今
後
四
年
間
町
政

を
担
う
議
会
議
員
を
選

ぶ
た
い
せ
つ
な
選
挙
で

す
。
　
四
月
の
議
会
臨
時
会

で
議
員
の
定
数
を
二
十

二
人
か
ら
二
十
人
に
す
る
条
例
が
可
決

さ
れ
、
公
布
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
の
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
選
挙
は
、
公
職
選
挙
法
お
よ
び
そ
の

他
関
係
諸
法
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
身
近
な
人
が
候
補
者
と
な
る
だ
け
に
、

選
挙
運
動
等
も
活
発
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
候
補
者
、
運
動
員
、

選
挙
人
と
も
ど
も
違
反
に
問
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
で
き
る
人

　
今
回
、
投
票
で
き
る
の
は
、
次
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
年
齢
が
満
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
人

　
（
昭
和
三
十
六
年
八
月
十
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
）

③
川
西
町
に
住
所
を
有
し
て
か
ら
一
二
か

　
月
に
達
し
た
人
（
八
，
年
四
月
二
十
七

　
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
住
所
を
有
し

　
て
い
る
人
）

④
選
挙
犯
罪
等
で
選
挙
権
、
被
選
挙
権

　
を
停
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
禁
治
産
者
で
な
い
こ
と

不
在
者
投
票
は
八
月
二
日
か
ら

選
挙
の
当
日
、
川
西
町
以
外
の
市
町

萎
i嚢

萎
●
●

。
”

選挙鞭日程…麟
7／25鍵甫翻灘鍵騨3
7／27概簿登纏日，1
8／2　告爪．不在者投票開始

1倫立候補届出期間

8／9投票　日　　　　　　　　唱定数は20人です

村
に
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
な

ど
で
旅
行
や
滞
在
中
の
人
、
ま
た
、
指

定
病
院
に
入
院
中
の
人
に
つ
い
て
は
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
八

月
二
日
か
ら
八
日
ま
で
で
す
。

　
告
示
か
ら
投
票
日
の
間
が
短
い
た
め

手
続
き
を
早
め
に
し
な
い
と
間
に
合
わ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
に
、
指
定
病
院
等
に
入
院
さ
れ

て
い
る
方
は
、
病
院
長
が
本
人
に
代
わ

っ
て
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
県
外
の
病
院
に
入
院

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
通
知
も

れ
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

家
族
の
方
は
、
直
接
選
挙
管
理
委
員
会

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
場
合
は
、
印

鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

　
投
票
所
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
投
票
時
問
は
、
各
投
票
所
と
も
午
前

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

　
貴
重
な
一
票
で
す
。
有
効
に
使
う
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
鍛
の
選
、
雛

◎
七
月
拳
綴

◎
七
月
圭
七
繍
　
投
灘
灘

　
立
候
補
で
き
る
人

　
選
挙
権
を
有
す
る
人
で
、
年
齢
が
満

二
十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も

立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
立
候
補
の
届
け
出
は

　
　
八
月
二
日
か
ら
三
日
ま
で

　
立
候
補
の
届
け
出
は
、
選
挙
の
告
示

が
八
月
二
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

八
月
二
日
お
よ
び
三
日
の
二
日
間
で
す
。

　
両
日
と
も
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
の
間
に
、
役
場
に
お
い

て
立
候
補
届
け
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

　
立
候
補
届
け
に
は
、
次
の
書
類
が
必

要
で
す
。

◇
本
人
届
け
出
の
場
合

＊
戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本

＊
宣
誓
書

＊
所
属
党
派
証
明
書
（
無
所
属
の
場
合

は
必
要
な
し
）

　
な
お
、
推
薦
人
が
届
け
出
る
場
合
は

こ
の
ほ
か
に
、
＊
候
補
者
の
承
諾
書
、

＊
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
（
推
薦
人

の
も
の
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
選
挙
運
動
で
き
る
期
間

　
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
告
示
の

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
で

す
の
で
、
今
回
は
、
八
月
二
日
か
ら
八

月
八
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
期
間
以
外
の
選
挙
運
動
は
、
事

前
運
動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
良
心
に
恥
じ
な
い

投
票
」
を
望
む

　
　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
　
　
　
会
長
太
田
長
栄

　
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
き
れ
い
な
選
挙
を

実
現
す
る
に
は
、
有
権
者
の
一
人
一
人

が
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
古
同
め
る
こ

と
で
す
。

　
選
ぶ
の
は
主
権
者
で
あ
る
投
票
を
す

る
人
な
の
で
す
か
ら
、
だ
れ
が
適
任
者

で
あ
る
か
を
知
る
努
力
を
し
、
因
習
を

は
ね
つ
け
て
、
良
心
に
恥
じ
な
い
投
票

を
す
る
こ
と
が
明
る
い
選
挙
で
す
。

　
選
挙
に
関
す
る
活
動
で
、
お
金
や
物

を
贈
っ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
、
飲
食
の

も
て
な
し
を
受
け
る
こ
と
な
ど
は
違
反

で
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
堂
々
と
戦
い
、
明

る
い
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い

ま
す
。

　
開
票
は
総
合
セ
ン
タ
ー
で

○
開
票
は
、
即
日
開
票

○
時
間
は
、
午
後
八
時
か
ら

○
場
所
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

　
開
票
の
結
果
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、
開
票
の

模
様
を
参
観
し
た
い
方
は
、
当
夜
、
会

場
の
受
け
付
け
に
申
し
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
第
三
十
一
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
が
七
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
、

法
務
省
の
主
唱
に
よ
り
全
国
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
国
民

す
べ
て
が
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
社
会

を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
非
行
が
目
だ
つ

　
最
近
の
少
年
非
行
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
、
学
校
内
や
家
庭
内
暴
力
な
ど

非
行
の
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
夏
休
み
は
、
学
校
生
活
か
ら
解

放
さ
れ
て
、
非
行
へ
の
芽
生
え
が
始
ま

る
季
節
で
す
。
警
察
庁
の
調
査
に
よ
る

と
、
十
四
歳
か
ら
十
六
歳
の
年
齢
層
が

少
年
非
行
の
実
に
六
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
　
中
で
も
女
子
の
非
行
が
急
増
し
て
お

り
、
増
加
率
で
は
男
子
の
ほ
ぼ
二
倍
と

い
う
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

　
青
少
年
の
非
行
を
未
然
に
防
止
し
、

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
地
域

住
民
一
人
一
人
が
非
行
問
題
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
、
地
域
ぐ
る
み
で
非

行
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
P
T
A
や
保
護
司
会
な
ど
が
中
心
と

な
り
、
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
話
し
合
う

住
民
対
話
集
会
（
ミ
ニ
集
会
）
な
ど
も

必
要
で
す
。

　
非
行
問
題
に
限
ら
ず
、
身
近
な
家
庭

問
題
に
つ
い
て
も
広
士
直
に
話
し
合
い
、

地
域
住
民
の
連
帯
を
深
め
て
い
き
ま
し

ょ
）
つ
。

　
　
無
料
人
権
相
談

あ
な
た
も
わ
た
し
も

　
　
　
　
　
　
守
ろ
う
人
権

　
次
の
日
程
で
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
と
き
　
七
月
二
十
九
日
（
水
）
午
前

　
　
　
　
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◇
と
こ
ろ
　
橘
出
張
所

◇
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
・
法

　
　
　
　
務
局
人
権
擁
護
係
官

◇
町
の
人
権
擁
護
委
員
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
須
藤
茂
一
（
仁
田
）

　
　
　
高
橋
友
義
（
伊
友
）

人
権
問
題
と
は

○
子
供
や
老
人
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と

　
き
○
変
な
う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
て
名
誉
や

　
信
用
を
失
っ
た
と
き

○
み
ん
な
か
ら
不
当
に
仲
間
は
ず
れ
に

　
さ
れ
た
り
不
当
な
差
別
を
受
け
た
と

　
き
○
ひ
ど
い
騒
音
、
震
動
、
悪
臭
、
ば
い

　
煙
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
き

○
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
私
的
制
裁
を
受

　
け
た
と
き

○
家
庭
問
題
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、

　
損
害
賠
償
、
そ
の
他

　　　　り『
，　　　　一

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅

　
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
期
間
は
七
月
一
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
不
正
栽
培
ま
た
は
自
生
し
て
い
る
大

麻
．
け
し
を
発
見
し
ま
し
た
ら
十
日
町

保
健
所
（
魯
〇
二
五
七
五
－
七
ー
二
四

〇
〇
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

引
き
換
え
は

　
　
　
七
月
二
十
日
ま
で

　
年
賀
は
が
き
の
お
年
玉
賞
品

　
昭
和
五
十
六
年
用
お
年
玉
つ
き
年
賀

は
が
ぎ
の
お
年
玉
賞
品
の
引
き
換
え
は
、

七
月
二
十
日
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
賞
品
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
お
近
く
の
郵
便
局
の
窓

口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一
枚
三
十
五
円
の

　
広
告
つ
き
は
が
き
発
売

　
郵
政
省
で
は
、
七
月
七
日
か
ら
「
広

告
つ
き
は
が
き
」
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
広
告
つ
き
は
が
き
」
は
、
は
が
き

の
表
面
下
部
三
分
の
一
以
内
に
広
告
を

入
れ
る
も
の
で
、
一
般
の
は
が
き
よ
り

五
円
安
い
三
十
五
円
で
販
売
し
ま
す
。

　
郵
便
局
に
見
本
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

1「行方不明り人を1

・　捜す相談所」・
開設の麹らせ」

　警察では、

◇家族や知り合いの方が家出した

◇外出したまま行方がわからなく

　なった

◇出かせぎ先から便りが絶えた

などで、その後消息が知れずお困

りの方のために、　「行方不明の人

を捜す相談所jを無料で開きます。

お気軽にご利用ください。

●8月6日（土）長岡警察署（魯

　0258－32－2121）午前9時か

　ら午後5時まで

　詳しいことは、十日町警察署

盤02575－2－3171）捜査課へお

たずねください。
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こ

　
前
号
で
、
小
根
岸
の
庚
申
塔
を
町
の

文
化
財
に
し
て
ほ
し
い
、
と
の
便
り
を

い
た
だ
き
、
文
化
財
調
査
審
議
会
で
現

在
検
討
中
、
と
い
う
こ
と
を
こ
の
欄
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
小
根
岸
の
庚
申
塔
と
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
も
の
か
、
ご
存
知
な
い
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
文
化
財
調
査

審
議
会
委
員
の
高
橋
友
義
さ
ん
か
ら
、

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
は
「
町
政
ポ
ス
ト
」
に

は
お
便
り
が
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

山
王
神
社
境
内
の
石
仏
群

　
小
根
岸
で
は
昨
年
庚
申
年
を
期
し
て

新
た
に
庚
申
塔
を
作
り
、
こ
れ
を
加
え

て
境
内
に
整
備
配
列
し
た
が
、
そ
の
安

置
さ
れ
て
い
る
七
基
は
、
石
質
は
い
ず

れ
も
現
在
信
濃
川
水
系
で
多
く
見
ら
れ

山王神社の石仏

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ム
う
は
い
が
ん

る
白
色
、
黒
青
色
系
の
疑
灰
岩
で
あ
る
。

　
石
仏
群
を
向
か
っ
て
右
か
ら
列
記
す

る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〇
二
十
三
夜
塔
（
月
待
の
信
仰
）
文
化

　
二
年
（
一
八
〇
五
）

　
　
　
　
　
さ
い

⇔
庚
申
塔
（
審
の
神
庚
申
信
仰
）
昭
和

　
五
十
五
年

日青

面
金
剛
（
庚
申
信
仰
）
寛
延
十
二

　
年
（
一
七
四
八
）
　
こ
れ
と
ま
っ
た

　
く
同
じ
形
式
の
も
の
が
、
旧
大
倉
－

　
仁
田
街
道
の
旧
大
倉
冬
期
分
校
か
ら

　
上
が
っ
て
少
し
い
く
と
路
傍
に
あ
る
。

四
庚
申
供
養
塔
　
元
録
九
年
（
一
六
九

　
六
）
　
こ
の
石
塔
は
裏
面
に
三
領
村

小
根
岸
村
男
女
講
中
小
海
喜
左
エ
門

　
と
あ
り
、
現
後
世
の
親
族
縁
者
の
祈

　
願
文
も
刻
ま
れ
て
あ
る
。

㈲庚申

供
養
塚
　
慶
安
三
年
（
一
六
九

〇
）
　
裏
面
に
三
領
、
小
根
岸
村
小

　
海
六
郎
と
刻
ま
れ
て
あ
る
が
、
こ
こ

　
に
あ
る
石
仏
の
中
で
は
一
番
古
く
、

　
刻
字
の
最
下
の
字
が
塔
で
は
な
く
塚

　
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
往
古
い
ず
れ

　
か
の
土
地
に
庚
申
塚
を
作
り
、
そ
の

　
上
に
建
て
て
い
た
ら
し
い
。
こ
こ
か

ら
山
王
原
へ
少
し
上
っ
た
杉
林
の
中

　
に
旧
塚
跡
と
思
わ
れ
る
も
の
が
二
か

所
ほ
ど
あ
る
が
、
こ
れ
と
関
連
が
あ

　
る
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
。
こ

　
れ
に
関
す
る
古
文
書
で
も
発
見
さ
れ

　
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
ぢ
　
が
み

因
地
神
の
塔
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

　
　
　
ほ
う
じ
ょ
う

農
作
の
豊
穣
を
守
る
神
で
、
神
は
雪

消
え
と
と
も
に
山
か
ら
里
へ
下
り
、

農
作
の
手
助
け
を
し
て
秋
の
収
穫
が

　
終
わ
る
と
山
へ
帰
る
。
九
州
地
方
に

多
い
田
の
神
と
そ
の
信
仰
内
容
が
同

質
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
つ
じ
ん

㈹荒

神
の
塔
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

　
三
宝
大
荒
神
の
こ
と
で
、
こ
の
神
は

　
清
浄
の
場
所
を
好
み
、
火
を
守
る
神

　
と
し
て
も
尊
ば
れ
、
民
家
で
は
火
元

　
の
か
ま
ど
の
上
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
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節
黒
城
吐
山
開
き
祭
り

　
先
月
二
十
一
日
、
第
十
一
回
の
節
黒

城
山
開
き
祭
り
が
、
豪
雪
の
た
め
例
年

よ
り
一
か
月
以
上
も
遅
れ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
名
行
列
に
引
き
続
い
て
の
野
外
パ

ー
テ
ィ
で
は
、
地
元
の
人
た
ち
が
自
慢

の
芸
を
ひ
ろ
う
し
て
い
ま
し
た
。

鞭
灘

醐

山開き祭りアトラクション会場
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踊りもでました

　
先
月
二
十
九
日
、
月
見
荘
で
七
十
七

歳
を
迎
え
た
お
年
寄
り
た
ち
を
お
祝
い

す
る
“
喜
寿
の
祝
い
”
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
今
年
は
、
明
治
三
十
八
年
生
ま
れ
の

六
十
二
人
の
方
が
該
当
し
ま
し
た
が
、

出
席
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
四
十
八

人
で
し
た
。

」旺西田丁‘こ

ライオンズクラブ誕生

　川西町にライオンズクラブが誕

生しました。

　先月27日、総合センターでスポ

ンサークラブの十日町ライオンズ

クラブの会員なども集まり、盛大

に結成会が行われました。

　名称はr川西にいがたライオン

ズクラブ」といいます。会員は29

人でスタートしましたが、さらに

その輪を広げていくとのことでする

　奉仕地域を川西町全域と定め、

その活躍に大きな期待が寄せられ

ています。

　　　　　　　　　　　　　　囲　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　叢　　　　　　　　　　　鶉　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　窒
　　　　　　　羅　　　灘、溜

ラィオンズクラブ結成式
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掛
金
納
入
の
月
で
す

　
豪
雪
で
作
付
け
が
遅
れ
、
転
作
問
題

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
よ
う
や
く
田
植

え
も
終
わ
り
ま
し
た
。

　
七
月
は
水
稲
共
済
掛
金
納
入
の
月
で

す
。
中
旬
に
納
入
通
知
書
が
届
き
ま
し

た
ら
、
引
受
面
積
と
引
受
収
量
を
確
か

め
た
う
え
、
納
税
組
合
を
と
お
し
て
掛

金
（
賦
課
金
を
含
む
）
を
納
入
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
千
手
地
区
に
全
相
殺
農
単

方
式
を
取
り
入
れ
、
補
償
の
充
実
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

全
相
殺
地
区
と
従
来
の
一
筆
地
区
で
は
、

補
償
方
式
お
よ
び
掛
金
率
が
異
な
り
ま

す
が
、
一
般
的
に
引
受
収
量
が
多
く
、

ま
た
、
被
害
率
の
高
い
部
落
ほ
ど
掛
金

が
多
く
な
る
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

研
究
の
機
会
を
設
け
た
い
の
で
、

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

被
害
報
告
や

：ii蓉

叢
よ
ろ

引
受
変
更
は
お
早
め
に

豪
雪
の
つ
め
あ
と
も
い
え
ぬ
ま
ま
、

引
き
続
く
降
雨
の
た
め
、
仙
田
地
区
を

中
心
に
山
く
ず
れ
な
ど
が
ひ
ん
発
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
転
作
に
関
連
し
て
作

付
面
積
の
変
更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
め
に
最
寄
り
の
共
済
連
絡
員
を
と
お

し
て
報
告
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
　
と
に
か
く
、
正
し
い
引
受
面
積
に
基

づ
い
て
、
い
も
ち
病
の
防
除
な
ど
適
正

管
理
を
さ
れ
た
う
え
、
万
一
の
災
害
に

備
え
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

補
償
充
実
の
た
め

　
　
全
相
殺
式
の
検
討
を

　
消
雪
の
遅
れ
と
引
き
続
く
異
常
気
象

の
影
響
で
、
今
年
の
稲
作
も
何
か
赤
信

号
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
上
野
、
橘
地
区

で
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
率
が
い

ま
一
歩
の
た
め
、
全
相
殺
方
式
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昨
年
の
経
過
を
ふ
ま
え
て
、
全
相
殺
方

式
再
検
討
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
お
り

か
ら
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

　
今
年
度
か
ら
水
田
利
用

再
編
第
二
期
対
策
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内

容
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
町
に
割
り

当
て
ら
れ
た
百
二
十
六
ニ

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
作
目
標

面
積
に
対
し
、
実
施
計
画

面
積
ば
百
三
十
四
・
〇
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
で
い

ま
す
。
実
施
見
込
み
率
は

一
〇
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

　
集
団
化
・
団
地
化
も
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

面積転作等面積および主な

区　　分 実施水田面積 主な作物と面積うち計画加算
対　象　面積

うち団地化加
算対象面積

転
　
　
　
　
作

特定作物 78，604¢ 68．054α 40．214¢大豆114¢、そぱ164¢、飼料作物514¢

永年性作物 0．57 くo．）0．31¢¢、　クノレミ　0．24¢

一般作物等 35．44 13．63 4．47
青刈稲6。54¢、タノ｛コ13。8
4¢

うち野菜 15．54 7．69 3．86
白う‘）2．7舷クワイ2．64¢
ナス3．14娠レンコン4．94¢

計 114．61 81．68 44．68

水
田
預
託

転　　　作

保全管理 7．45

慶以上
計 7．45

土地改良通年施行 11．97

合　　計 134．03 81．68 44．68

潟
．3凱

幾オっ
‘警

馨し
絢の
9ザ・・

㌃“

鰻
■●．●●●、

　●●●
　、ρρ2一

　　饗轟蔑灘辮

竹
細
工
が

　
　
　
　
得
意
で
す

　
原
田

　
　
丸
山
周
作
さ
ん

　
「
左
足
が
ち
ょ
っ
と
神
経
痛
っ
ぽ

く
て
の
オ
、
病
気
は
し
た
こ
と
が
ね

エ
け
ど
も
」
と
言
い
な
が
ら
丸
山
さ

ん
は
階
段
を
降
り
て
き
た
。

　
「
畑
仕
事
を
す
る
の
に
は
苦
に
な

ら
ね
エ
ど
も
の
オ
」

　
畑
の
世
話
は
全
部
任
っ
て
い
る
と

い
う
。

　
　
年
を
た
ず
ね
る
と
I
I
。

　
「
や
っ
と
九
十
に
な
っ
た
ば
っ
か

だ
て
エ
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
（
数
え
で
）

　
生
ま
れ
は
明
治
二
十
五
年
で
あ
る
。

　
丸
山
さ
ん
の
父
親
は
、
仕
事
に
関

し
て
は
い
っ
さ
い
何
も
教
え
て
く
れ

な
か
っ
た
と
い
う
。

　
“
何
で
も
習
う
よ
う
で
は
い
っ
ち

ょ
う
め
え
に
な
れ
な
い
”
と
厳
し
く

し
つ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　
そ
こ
で
し
か
た
な
く
、
人
の
や
る

こ
と
を
一
生
懸
命
に
見
て
、
そ
れ
で

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、

そ
の
こ
と
が
た
い
へ
ん
大
き
な
自
信

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

　
　
「
若
い
と
き
覚
え
た
も
の
は
絶
対

に
忘
れ
ね
エ
か
ら
の
オ
」

　
竹
細
工
な
ら
で
き
な
い
も
の
は
な

い
と
い
う
。

　
　
「
竹
を
右
と
左
同
じ
に
割
る
の
が

い
ち
ば
ん
難
し
い
と
こ
だ
の
オ
」

　
山
ガ
サ
と
ザ
ル
を
持
っ
て
き
て
見

せ
て
く
れ
た
。
が
っ
し
り
と
し
か
も

き
れ
い
な
仕
上
が
り
で
あ
る
。

　
「
竹
や
ス
ゲ
な
ど
材
料
は
夏
の
う

ち
に
集
め
て
お
く
が
ん
だ
て
エ
」

　
カ
サ
は
縫
う
と
い
う
が
、
一
つ
縫

う
の
に
二
日
は
か
か
る
。
形
は
い
ろ

い
ろ
好
み
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　
、
、
・
ノ
や
ワ
ラ
ジ
な
ど
の
ワ
ラ
細
工

も
も
ち
ろ
ん
で
き
る
。
今
は
使
わ
な

い
の
で
作
ら
な
い
が
l
I
。
作
品
は

近
所
の
人
に
分
け
て
い
る
。

　
「
め
が
ね
は
い
ら
ね
エ
し
、
耳
も

悪
く
な
く
て
エ
」
と
万
年
青
年
丸
山

さ
ん
は
、
き
せ
る
で
ゆ
う
ゆ
う
た
ば

こ
を
ふ
か
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

編
蝋

．
雛

躍　騰
欝
灘

商売ができるようです
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七
月
は
§
。

　　　公民館だより
7月と8月上旬の社会教育日程

愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
月
間
で
す

期　日 学級講座名 学習開始
時　　　間 会　　場

7月11日（±シ 元町書道教室
讐。。～

元町集落センター

7月12日（日） 上野家庭教育学級
〃
8
：
0 0～ 上　野　分　館

7月13日（月） 三箇高齢者学級
〃
1
：
3
0

～ 三箇公民館
7月15日（水）橘高齢者学級

〃
2
：
0
0

～ 橘　　分　　館

〃 青　年　学　級
〃
8
：
0
0

～ 総合センター

7月17日（金） 中仙田高齢者学級
〃
1
： 30～ 中仙田公民館

7月18日（士）千手婦人学級
〃
1
：
0
0

～ 町　内　一　円

7月20日（月）橘家庭教育学級
〃
8
：
0 0～ 橘　　分　　館

〃 赤岩高齢者学級
〃
1
： 30～ 岩瀬集落センター

7月22日αk） 仙田婦人学級
〃
8
：
0
0

～ 中仙田公民館

7月23日（木） 木落家庭教育学級
〃
8
：
0
0

～ 木落公民館
〃 白倉高齢者学級

〃
2
＝
0
0

～ 白倉公民館
8月5日（水） 赤岩家庭教育学級

〃
8
：
0
0

～
赤谷集落センター

8月6日休） 新町家庭教育学級
〃
8
：
0
0

～ 新町公民館
8月7日（金） 田中家庭教育学級

〃
8
：
0
0

～ 田中公民館
8月10日（月） 木落高齢者学級

〃
1
：
3
0

～ 木落公民館
〃 上野家庭教育学級

〃
8
：
0
0

～ 上　野　分　館

　
血
液
は
、
科
学
の
進
歩
し
た
今
日
に

お
い
て
も
な
お
人
工
的
に
つ
く
り
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
に
必
要
な

血
液
は
、
す
べ
て
健
康
な
人
の
献
血
に

頼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
血
液
が
不
足
が
ち
に
な
る
七
月
を

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間
」
と
し
、

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ゆ
う
あ
麟
簿
羅
程

○
と
き
　
七
月
二
牽
…
羅
燃
火
）

　
　
　
集
繭
十
時
か
ら
午
後
黛

　
　
　
時
ま
謙

O
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　わが国の水使用量は、昭和50年

現在で870億立方メートルですが

昭和60年には約1，120億立方メー

トルに増加するものと見込まれ、

ダムなどによる水資源開発が順調

に進められたとしても、なお関東

近畿、北部九州などの地域で約15

億立方メートルの水不足が生ずる

ものと想定されます。

　限りある水をたいせつにしまし

ょう。

rサマージャンボ宝くじ」

7月中旬から予約受け付け

　7月中旬から新しい魅力の加わ

った新タイプrサマージャンボ宝
くじ」　（別称○市町村振興宝くじ）

の受け付けが開始されます。

　収益金は、豊かな住みよい私た

ちの街づくりに役立てられます。

　申し込み方法は、7月15日（水）

の新聞紙上に発表されます。

　夢と楽しみはまず予約から。

水
難
防
止
に
万
全
を

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
各
地
で
水
に
よ
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ
ム
放
流
に
よ
る
河
川

の
水
難
事
故
防
止
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
宮
中
取
水

ダ
ム
か
ら
小
千
谷
発
電
所
ま
で
の
信
濃
川
沿
岸
に
警
報

サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
と
き
は
警
報
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
安
全
な

場
所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
こ
え
な
く
て
も
、
増

水
し
て
き
た
ら
早
く
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
特
に
増
水
が
早
い
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
台
風
等
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら
放

流
す
る
と
き

②
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め
、
調
整
池
（
浅
河
原
・

　
山
本
）
の
水
を
余
水
路
か
ら
信
濃
川
へ
放
流
の
と
き

　
ま
た
、
子
供
た
ち
だ
け
で
の
川
遊
び
は
非
常
に
危
険

で
す
。
お
互
い
が
注
意
し
、
子
供
を
水
難
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

不
動
産
取
得
税

　
　
の
改
正

　
不
動
産
取
得
税
の
税
率
と
特
例
適
用

住
宅
を
新
築
し
た
場
合
の
住
宅
控
除
額

が
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し

た
。
①
土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
と
き
に
課

税
さ
れ
る
不
動
産
取
得
税
の
税
率
が
、

現
行
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
パ
ー
セ

ン
ト
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
住
宅

に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
三

十
日
ま
で
に
取
得
し
た
と
き
に
限
り
、

現
行
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
ま
ま
で
す
）

　
適
用
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日

以
降
の
取
得
分
か
ら
で
す
。

②
特
例
適
用
住
宅
（
延
床
面
積
百
六
十

五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
し
か
も
評

価
格
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
八
万

七
千
円
以
下
の
住
宅
）
を
新
築
し
た
場

合
の
住
宅
控
除
額
が
、
一
戸
に
つ
き
七

十
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
四
百
二
十
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日
以
降
の
取

得
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
住
宅
控
除
の
適
用
を
受
け

る
に
は
、
新
築
後
六
十
日
以
内
に
不
動

産
取
得
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
財
務
事
務

所
（
費
○
二
五
七
五
ー
七
－
五
五
二

内
線
二
〇
四
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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テ　の　きな　　び

L一保護者が月を光らせで安全に

の
．

＼

、

⇒

筋
・
♪
窪
螺
詣
〆

か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
家
の
近
く
に
池
な
ど
が
あ
っ
て
、
サ

ク
と
か
フ
タ
が
な
い
場
合
は
、
所
有
者

に
す
ぐ
処
置
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
か
け
た
ら
声
を
か
け
、
安
全
な
場
所

で
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
海
水
浴
な
ど
に
行
っ
た
と
き
は
、
子

供
が
迷
い
子
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
水
の
事
故
に
結
び
つ
く

こ
と
が
多
い
の
で
す
b
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子
供
は
、
水
遊
び
が
大

好
き
で
す
。
そ
の
半
面
、

水
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
親
が
ち
ょ
っ

と
目
を
離
し
た
ス
キ
に
、

と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い

悲
し
い
事
故
に
結
び
つ
く

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
点
に
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び
に

行
か
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
言
い
聞
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※
中
村
義
雄
さ
ん
（
木
島
町
）
か
ら
五

　
万
円

※
高
橋
壮
六
さ
ん
（
高
倉
）
か
ら
三
万

　
円
囹
社
会
福
祉
な
ど
幅
広
く
と

※
根
津
昭
一
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
百
万

　
円
囹
な
か
ま
の
家
建
設
資
金
に
と

※
関
口
　
潔
さ
ん
（
千
手
小
）
か
ら
一

　
万
一
千
三
百
九
十
二
円

※
佐
藤
教
材
店
（
十
日
町
市
）
か
ら
三

千
七
百
十
二
円

※
星
名
憲
三
さ
ん
（
十
日
町
市
）
か
ら

三
千
円
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中
小
企
業
従
業
者
住
宅
資
金

四
百
万
円
ま
で
貸
し
付
け

　
新
潟
県
で
は
、
県
内
の
中
小
企
業
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
勤
労
者
で
、
自
分
で

住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
、
改
築
、
増

築
ま
た
は
購
入
す
る
人
で
妥
当
と
認
め

晴
内
謬
．
　
。

黒超＼え

示
－
ツ

無
、
威
さ
ま
ぞ

出息
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

※
小
川
藤
松
さ
ん
（
岩
瀬
）
か
ら
三
万

　
円
※
水
落
宏
志
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
二
万

　
円

ら
れ
た
方
に
、
住
宅
資
金
を
貸
し
付
け

て
い
ま
す
。

◎
貸
付
金
額
　
十
万
円
単
位
で
三
十
万

　
円
か
ら
四
百
万
円
ま
で

◎
利
率
　
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
金
融
情

　
勢
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
）

◎
償
還
方
法
　
十
年
以
内
の
元
金
均
等

　
月
賦
償
還
。
た
だ
し
、
希
望
者
に
は

　
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
を
認
め
ま
す
。

◎
受
付
期
限
　
十
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
（
期
間
内
で
も
資
金
わ
く
を
超
え
た

　
場
合
は
受
け
付
け
を
打
ち
切
り
ま
す
）

◎
申
込
方
法
　
借
入
申
込
書
三
部
を
取

　
扱
金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

◎
取
扱
金
融
機
関
　
第
四
銀
行
・
北
越

銀
行
・
新
潟
相
互
銀
行
・
大
光
相
互

銀
行
の
本
、
支
店
で
す
。
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轟．譲撫醜

　先月28日、千手モトクロス場で、1981年全日本

選手権シリーズ第7戦関東モトクロス大会が行わ

れました。あいにくの雨でコンデーションは最悪

でしたが、選手たちはどろんこになりながら健闘

していました。

　
こ
ち
ら
は
屋
根
つ
き
で
す
の
で
、
雨
は
い
っ
こ
う
に
気

に
な
り
ま
せ
ん
。
先
月
二
十
八
日
に
総
合
体
育
館
で
既
婚

婦
人
を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
く
ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
だ
れ
に
で
も
で
き

る
気
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
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た
鏑め
華
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

詑
響
ガ

し
　
　
し
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

え
華
　
腸

増
嘔

　
　
甲

唾液腺

食道

胃

一すい臓

横行結腸

小腸∫空腸

　し回腸

下行結腸

一S状結腸

直腸

亀く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舌

　
最
近
ガ
ン
に
よ
る
死
亡

は
、
上
昇
す
る
一
方
で
、

脳
卒
中
死
亡
と
肩
を
並
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ガ
ン
死
亡
を
部
位
別
に
み
ま
す
と
、

胃
ガ
ン
が
最
も
多
く
、
腸
ガ
ン
は
図

　
　
　
　
の
よ
う
に
だ
ん
だ
ん
増
え

螺

難

、

て
い
ま
す
。

　
腸
ガ
ン
が
い
ち
ば
ん
で

き
や
す
い
場
所
は
、
直
腸

が
最
も
多
く
六
〇
パ
ー
セ

ン
ト
、
次
い
で
S
字
状
結

腸
で
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
ガ
ン
に
は
四
つ
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

①
細
胞
が
異
常
な
増
え
方

を
し
ま
す
。

②
転
移
と
い
う
飛
び
火
が

あ
り
ま
す
。

③
ガ
ン
に
か
か
る
と
体
が

や
せ
て
き
て
貧
血
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

④
組
織
が
も
ろ
く
な
る
の

で
出
血
し
や
す
く
な
り
ま

月干臓

　胆のう

十二指腸

上行結腸

　盲腸一

　虫垂・

　
す
。

　
　
直
腸
ガ
ン
の
初
期
症
状
に
は
次
の

　
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
①
下
痢
を
し
た
り
、
便
秘
を
し
た
り

　
を
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
②
便
に
血
液
が
混
じ
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。

　
③
下
血
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
排
便
時
不
快
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

⑤
便
が
細
く
な
っ
た
り
、
出
が
悪
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ガ
ン
は
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に

治
療
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

不
安
に
思
う
症
状
が
あ
っ
た
ら
診
断

を
受
け
、
早
期
発
見
を
し
ま
し
ょ
う
。
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中
害

ガン死亡者
1腸ガンの腸ガンの割合
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殆
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（厚年

蟄
駿
蓄
暑
骸
き
骸

戸
籍
の
窓
か
ら

膿
駿
骸
蟄
葛
犠
葛
骸
暑
骸
骸

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

樋
口
　
一
衛

根
津
芳
枝

佐
藤
徳
之
丈

清
水
啓
治

小
川
文
治
郎

中
村
　
コ
ノ

高
橋
ヨ
シ

赤寺小上上

谷尾脇野野

木
島
町
室
島

八八七七七七五
二〇九九四三四

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

小
海
も
も
子

高
橋
美
香

古
澤
了

桐
生
聖
子

村
越
咲
子

ヶ
．
ン
　
　
旨
∴
壌
・

冶

勝勉徹茂博
、
，
9

長長二二二
女女男女女

野大上学神
　白　校社
口倉野町町

小
わ
額

　
　
　
岬
喧

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

無
駄
花
の
な
か
り
し
茄
子
の
花
と
い
ふ

水
打
て
ば
埃
に
水
の
こ
ろ
げ
と
ぶ

大
安
の
日
の
一
と
祝
牡
丹
咲
く

一
枚
の
植
田
遅
れ
て
色
づ
き
し

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

田
掻
馬
あ
り
し
昔
の
語
り
草

小佐丸藤清小
林藤山原水林

桂正健弘孝昭
子和士生子雄

博正勉英昭正
　　　保平昭

長長長二二長
女男男男女男
県

営栄木仁上木
住　　　　島
宅町落田町町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
縣
麟
韓

（
顯
礪
聾

（
羅
離
志
墾

（
縣
龍

（
縣
晦

（
縣
融

敦桂和正良辰奈洋道喜則三
子士子　子司子一子二子郎

千仁与仁岩室中寺朝霜山赤
葉　板　手　里　日　形
県田町田県島村尾村条県谷
力・　　　カ・　　　カ・　　　カ・　　　カ・　　　カ・

ら　　り　　ら　　り　　ら　　り

嫁
ぎ
き
て
ち
ま
き
を
結
う
も
手
馴
れ
た
る

筍
薬
や
離
村
の
家
の
庭
に
咲
き

大
雷
雨
梅
雨
の
上
り
の
兆
し
と
か

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

長
病
め
る
胸
に
薄
暑
の
汗
少
し

ブ
ラ
ン
コ
の
揺
れ
て
つ
・
じ
の
花
に
触
れ

刈
草
の
し
お
れ
も
み
せ
ず
梅
雨
最
中

萱
の
葉
の
裏
に
す
が
り
て
か
た
つ
む
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

郭
公
鳴
く
ひ
と
り
峡
田
を
植
え
て
を
り

郭
公
鳴
く
木
蔭
に
昼
の
座
を
つ
く
り

山
菜
を
売
り
て
旅
立
ち
間
近
な
り

避嶺鞭禰敬鞭」父轄轄ゐ

6月の交通事故発生件数
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〈
訂
正
〉

　
前
号
の
「
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に
」

の
欄
で
、
田
中
了
介
さ
ん
の
名
前
が

コ
艮
介
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　　　　（）内は前年比較

鞭畿x惣殺獺葺駕1

心
配
ご
と
相
談

・
7
月
15
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
7
月
2
2
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

・
7
月
2
9
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

・
8
月
5
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

庭
石
に
殿
様
蛙
座
り
を
り

馬
方
の
越
せ
し
街
道
閑
古
鳥

機
窓
に
吊
す
賓
垂
れ
に
初
夏
の
風

『
評
』

　
一
般
に
報
告
的
な
描
写
が
多
い
。
只

そ
う
で
す
か
と
返
事
す
る
し
か
な
い
よ

う
な
句
で
は
文
芸
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

ま
ず
、
事
象
に
感
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
感
動
を
ど
う
ま
と
め
る
か
に
頭
を

つ
か
う
こ
と
。
添
削
後
の
句
が
ど
う
な

っ
た
か
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。


